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エネルギーイノベーション

移動イノベーション

知能化（コンピュータ）
イノベーション

イノベーション

機械の進化・イノベーション



ロボットとは

• 鉄腕アトム

• 鉄人２８号

• ガンダム

• ドラえもん



ロボティクスの２面性

• 工学として

–わかっているから作れた！

• 科学として

–作ることで分かった！
• 人工知能

• ビジョン

• 神経ネットワーク



これまでのロボット

自動車工場や半導体工場のライン

• 自動化機械

• 産業用ロボット

• 建設ロボット





これからのロボットの機能
力のいる作業より情報インターフェイス

• 医療 外科手術

• 福祉 介護

• ホビー

• ペット

• 宇宙



これからのロボットの形、質感

• 小型・軽量で柔らか

• 人間や犬のような生き物の形？

• ヒューマノイド



ロボットのキーテクノロジー

• ＶＲ、インターネットとの複合

• 無線通信技術

• 微細加工技術 マイクロマシン

–いくらでも小さく作ればよいわけ
ではない



微小な力を測るMEMSセンサ



昆虫の毛を真似たMEMSセンサ



MEMS皮膚センサ



• 作れること、作ること

• ニーズが導く市場



少子高齢社会と人を支えるＩＲＴ基盤の創出

１０年～１５年後に起こすイノベーションの姿

少子高齢社会の抱える諸問題を解消するため、ITとRTの融合により、
ヒューマノイド、社会・生活支援、パーソナルモビリティの各システム
を統合的に開発する 。

実施機関： 東京大学 協働機関： トヨタ自動車、オリンパス、セガ、凸版印刷、
富士通研究所、松下電器産業、三菱重工業

ＩＴ：情報通信技術

高速コンピューティング
など膨大な情報処理を

可能とする技術

ＲＴ：ロボット技術

安全・安心なシステム
制御などの技術

融
合

‡
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％

世界人口・年齢構成の推移（1950～2050年）"15歳未満"
http://www.kantei.go.jp/jp/toukei.html
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先端融合領域イノベーション創出拠点の形成

少子高齢社会と人を支えるIRT基盤の創出

IRTとは？

‡

‡



ＩＲＴ

‡



先端融合領域イノベーション創出拠点の形成

少子高齢社会と人を支えるIRT基盤の創出

情報ロボット
融合技術
(IRT)

自動車

電器

物流

医
療

メディア

住
宅

ロボ
ット

交
通

工
場

要素技術
新規融合技術

10～15年後に実現したいイノベーション
家庭などで、掃除、食器の片付け、部屋の片付け、洗濯物のたたみ収納など人の日常環境で役に立つロボット。
スーパーやデパートの商品棚の商品補充、整列、在庫管理、インターネット発注配達をする社会・生活支援システム。
働き盛りの年代には安心安全な移動手段を提供し、交通渋滞にも対応できる新しいパーソナルモビリティ。また、ベッドから出先まで、

パーソナルな移動を支援し、現在の自動車の一部を代替し、加齢によって衰える機能を支援してトランスポーテーションデバイドの解消
に貢献するパーソナルモビリティ。

医師や検査履歴に基づいて、低侵襲な健康管理、診断・治療するための小型カプセル等の人に優しい診断・治療システム。

多様な産業を出口とするＩＲＴ

‡



先端融合領域イノベーション創出拠点の形成

少子高齢社会と人を支えるIRT基盤の創出

３つのプラットフォーム
１．ヒューマノイド
２．社会・生活支援システム
３．パーソナルモビリティ

ＩＲＴ１０年間のロードマップ

‡


